
横浜市立領家中学校 ２学年通信 第１４号 令和４年９月２７日 

     
学年目標  Rising Hi!!                                               

 

クラスで合唱するということ 

昨日は合唱リハーサル、お疲れ様でした。中学校で初めての合唱コンクール。練習時間も十分で

はありませんが、どのクラスも一生懸命歌う姿が見られ、素晴らしかったです。見ている人は音程

が少しずれていようが、歌詞が間違っていようが真剣な表情で歌う姿に感動するものです。 

「歌う」の語源は「訴える」→「うったう」→「うたう」だそうです。歌の歌詞をかみしめ、歌

詞に気持ちをこめて「伝える」ことが大事だと思います。 

縁あって同じクラスになったこのメンバーと一緒に一つの作品を作り上げます。体育祭ではそれ

ぞれが得意な役割で活躍し、それを応援することで一つにまとまりました。合唱は全員が同じ舞台

に上がり、「歌う」ことで作品を作ります。男声、ソプラノ、アルトの３つのメロディがしっかり

まとまると「ハーモニー」になります。その「ハーモニー」は一人で歌っても味わうことができま

せん。大勢で歌うからこそ出来ることです。しかも本番は１回だけです。そこで、全員が全力を出

し切れたら最高です。体育館よりも広いホールで歌声を響かせる感動をみんなで感じてほしいと思

います。本番は緊張すると思いますが、１人ではありません。隣にいる仲間を信じて、思い切り歌

ってみてください。 

 

  

 

１回目の合唱が終わった後の作戦会議も有効でしたね。 

この勢いで、１０月６日までさらに上を目指していくぞ！ 

 

 

ポイント   マスクは外せないけれど口を大きく開けよう！ 

        口先だけで歌うのではなく、体全体を使って歌おう！ 

        ハーモニーを感じて！楽しもう！ 


